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第31回竹内記念・ニュ ー型研サロン
中国駐在生活、LEMトランスファプレス開発秘話、放電精密加工の最新働向

竹内型材研究所

（樹竹内型材研究所（神奈川県伊勢原市：内山真

司社長： 0463-93-7771)は、「第31回竹内記

念· ニュ ー 型研サ0ン」を11月11日に東京都

港区の日立金属• 高綸和彊館で隅催した。同サ口

ンは竹内型材研究所が主催していた型材研究会か

ら続く親睦団体の勉強会。今回は（樹サイトウティ
ーエムの荻野珠江氏、 元（樹能率機械製作所の大山

秀夫氏、（樹ソディックエフ•ティの中島宣洋氏の

3名が講演した。

まず荻野氏が「海外（中国）で暮らす 、 働く女性

の本音」と題して講演（写真1)。荻野氏は中国、

深訓にある提携会社の常駐として5年間の駐在

生活を経験。その日常生活の様子や発見など生き

た中国事情を披露した。 深訓は人口約1190万人

の大都市だ が駐在員を送リ出す上で気になる治安

もさほど悪くなく、 女性の荻野氏でも不安なく生

活できる。日常生活において中国ではスマートフ

ォンを使用したIT化が進んでおり屋台での支払

いや、 外食デリバリーやタクシ ーの検索、 自転車

の貸し出しなどもすべてスマートフォンで行う。

国全体が新しいものを貪欲に取リ入れ、 発展しよ

うとするエネルギー を感じたと荻野氏は振り返っ

た。 また荻野氏は「中国では「自身の意見」をき

ちんと伝えることが何よリ重要。ただただ気を張

るのではなくしっかり

自分の意見を持ち、 誠

実に向き合えば必ずわ

かリ合える」 と駐在生

活での学びを語った。

大山氏は「能率機械

製作所という会社は、

何 を や っ て き た の

か？？そ して今、 何を

目 指 し て い る の

か???」と顆して同

社の40年に渡るLEM

写真l 市民生活につい
ても多く触れた
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トランスファプレスの開発 ・ 展開の歴史を紹介し

た（写真2)。

LEMトランスファプレスはニ ー ドルベアリン

グの外輪や電池缶の加工などに使用されてきた。

加工製品の高品質化とコスト低減化の両方が実現

できる最適作動を目指し、 創業者の大木重吉氏は

アメリカ製トランスファプレス「WATERBURY

FARRREL」をモデルとしな がら開発。高品質化

のため、 プレスの平行精度を維持する多点支持方

式を採用するなどの数々の創意工夫を資料と共に

解説した。

中島氏の講演は「ここまできた超微細放電加工
～ 技能検定の現状から超難加工まで～」。 中島氏

は現在、（株）ソディックエフ• ティのSNM事業那

のマイクロナノ加工郎加工開発にてユー ザーから

の高精度な 超微細加工の依頼を請け負っている。

また 、 後任の育成に尽力し、 放電加工に関する技

能検定委貝も歴任している。講演の中で中島氏は

現在の技能検定試験の仕組みについて詳しく解説

した（写真3)。 また、 素材径0.4 、 長さ0.8mm、

端面溝深0.009 mm、 端面溝R0. 009 mm の超

微細パンチ加工などの超微細加工事例を多く紹介。

放電精密加工の最新技術の飛躍を提示した。
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写真2 さまざまな資料 写頁3 超微細加工の事

とともに開発の 例を紹介
歴史を解説
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